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足立 区ホームページ携帯電話
向けサイトへのQR コードです
バーコード読み取り機能付き
携帯電話でご利用になれます

あだち広報は毎月10 日・25 日、
ズームアップは6 ・8・10・1・3 月発行

今号の主な内容
2
・
3
面

鱚3 回区政モニターアンケ
ート集計結杲/ 様々な保育
制度/ 子ども予防接種週間

4
・
5
面

児童・生徒褒賞/ 観光交流
協会・18年度新規会員募集

6
・
フ
面

タダよりコワイものはない
催眠商法にご用心/ 催し物

8
面
順調に工事が進んでいます
日暮里・會人線/18 年度特
別区朧員採用試験・選考

郷土博物館企画展

永沢まこと
足立60 景

「つどい・にぎわい」
3日5日～4日9日

費用= 入館料のみ( 高校生以上200
円、割引など下記案内欄参照)

場・問先= 郷土博物館
3620- 9393

足
立
区
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
、
永
沢
ま
こ
と
氏
が
描
い
た
「
足

立
6
0景
」シ
リ
ー
ズ
の
中
か
ら
、「
つ

ど
い
・
に
ぎ
わ
い
」
を
テ
ー
マ
に
。

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
で

活
気
あ
る
施
設
や
風
景
な
ど
を
題
材

と
し
た
作
品
1
9点
を
展
示
し
ま
す
。

展

示

作

品

▽
季
節
の
恵
み
・
:花
畑
公
園
(
サ
ク

ラ
)
、
大
谷
田
公
園
(
ウ
メ
)
、
し

ょ
う
ぶ
沼
公
園
(
シ
ョ
ウ
ブ
)
、

足
立
の
花
火
、
花
畑
記
念
庭
園

(雪
)

▽
身
近
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
:
郷
土
博

物
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
う
き
つヽ
き
館
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
、
東
京
武
道
館
、
区
役
所
、

北
千
住
駅
、
足
立
市
場

▽
伝
統
に
力
を
あ
わ
せ
・
:大
鷲
神
社

(花
畑
の
獅
子
舞
)
、大
乗
院
(
じ

ん
が
ん
な
わ
)
、
西
新
井
大
師
、

鹿
浜
獅
子
舞
、
千
住
の
ま
つ
り
、

第
七
地
区
地
域
ま
つ
り

【
永
沢
ま
こ
と
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

I
9
Q

り
″り

年

、
足

立
区

生
ま

れ

。
学

習
院

大
学

卒

業

。
ニ
ュ
ー
ヨ

I
ク
で
8
年
間
の
創
作
活
動
の
あ
と
、

東
京
を
拠
点
と
し
て
、
国
内
外
で
精

力
的
な
展
覧
活
動
を
行
う
一
方
、
世

界
各
地
を
旅
し
な
が
ら
、
風
景
や
現

地
の
人
の
姿
を
描
き
続
け
て
い
る
。著

書
に
「
絵
を
描
き
た
い
あ
な
た
へ
」、

「
永
沢
ま
こ
と
海
辺
の
イ
タ
リ
ア
」
(

共
に
講
談
社
)
な
ど
。

郷
土
博
物
館
の
案
内

郷
土
博
物
館
で
は
、区
の
歴
史
・

文
化
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
別
展
や
講
演
会
、

郷
土
芸
能
の
催
し
な
ど
も
開
催
し
て

い
ま
す
。
区
の
歴
史
や
資
料
に
関
す

る
質
問
、
学
習
活
動
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
開
館
時
間
=
午
前
9
時
～

午
後
5
時

※
月
曜
休
館
(
祝
日
の

場
合
は
翌
日
)

入
館
料
=
高
校
生

以
上
2
0
0円/
団
体
(
2
0
人
以
上
)
は

半
額
/
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
7
0

歳
以
上
の
方
、
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
お
よ
び
そ
の
介
護
者
I
人

は
無
料

※
無
料
公
開
日
…
第
2

。
3

土
曜
日

、
こ
ど
も
の
日
(
5

月
5

日
)
、
区
民
の
日
(
1
0
月
1
日
)
、
文

化
の
日
(
1
1
月
3
日
)

▲ 会場となる郷土博
物館も、足立60景の1
つです

郷土博物館への行き方
☆電車・バス… J R 亀有駅北口か
ら東武バス
・八潮駅南口行き「足立郷土博
物館前」下車徒歩1 分

・六ツ木都住行き「東淵江庭園」
下車徒歩4 分

☆車… 環状七号線大谷田交差点
を八潮方面に入り、約1km ※
駐車場あり

足立60景とは
区制60周年を記念して、区民の皆さ
んが選んだ、区を代表する風景60ヵ
所。その60景を、区出身のイラストレ
ーター、永沢まこと氏が描きました。
永沢氏の風景画には、四季折々に表
情を変える風景、そこで生きている人
の姿が描かれています。

映画会 第2 土曜日の無料公
開日に、映画を上映し

てい ます。 日時=3 月11 日倒、午
前11時 内容= 「竹中の 遺構」( 30
分) … 近世社寺建築の工法や特質を
解説〇棟 りょう、大工の資質と役割
とは/ 「海の恵みと日本人」( 32 分)
… 自然と共存共生する先人の智恵と
思想を、各地の伝統的漁法に見る
申込= 当 日直接会場へ 場・問先=
郷土博物館

「足立60 景」を、携
帯電話の待ち受け画
面に!

区 の携帯電話向けサイトから待ち受
け画像を ダウ ンロードで きます( 通信
料 が掛か り ます) 。 一部対 応で きない
機種があ ります。ご了承ください。
腿ht t p: / /www. ci t y

金adachi . t okyo. j p/mobi l e/

※ バー コード読 み取 り機能付 き携帯電
話をお持ち の方は、QR コード( 題
字右側) も利用で きます

問先= 広報係 　3880 ―5815

卜 「待 ち受け 画
像」を 選ぶ

卜 好き な画像を
選ぶ

ト ダウンロード
し 、登録

葦

立
ち

「
栃
東
関
、
優
勝
お
め
で
と
う
」

「
大
関
栃
東
、
東
京
都
足
立
区
出

身
、玉
ノ
井
部
屋
」
。
先
月
は
テ
レ

ビ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
両
国
国
技
館

の
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
、
さ
ら
に
誇

ら
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

一
月
場
所
、
栃
東
関
が
3
度
目
の

幕
内
優
勝
。千
秋
楽
の
結
び
の
一
番

に
勝
っ
た
と
き
に
は
、
私
も
思
わ
ず

「
や
っ
た
1
」
と
叫
ん
で
い
ま
し

た
。
優
勝
当
日
の
夜
に
は
、
ま
だ
雪

が
残
る
寒
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千

人
を
超
え
る
区
民
の
方
が
、
大
関
の

優
勝
を
祝
っ
て
、
西
新
井
に
あ
る
玉

ノ
井
部
屋
の
前
に
集
ま
り
ま
し
た
。

大
関
は
パ
レ
ー
ド
を
終
え
て
部
屋
に

入
っ
た
後
も
、
何
度
も
ベ
ラ
ン
ダ
に

出
て
手
を
振
り
、
集
ま
っ
た
方
に
向

か
っ
て
、
応
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
表
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
2
年
に
梅
田
に
開
設
さ
れ
た

玉
ノ
井
部
屋
が
、
現
在
の
西
新
井
へ

移
っ
て
1
年
〇
こ
の
間
、
栃
東
関
は

け
が
に
よ
る
2
度
の
大
関
転
落
を
乗

り
越
え
ま
し
た
。
諦
め
ず
に
希
望
を

持
っ
て
努
力
す
る
そ
の
姿
は
、
区
民

へ
、
特
に
子
ど
も
た
ち
へ
大
き
な
希

望
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
舎
人
に
あ
る
境
川
部
屋
で

は
、
岩
木
山
関
が
勝
ち
越
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
来
場
所
で
は
、
区
内
で
3

人
目
の
現
役
関
取
と
し
て
、
寶
智

山
関
も
誕
生
す
る
な
ど
、
足
立
区
の

相
撲
部
屋
は
元
気
で
す
。
三
月
場
所

は
、
栃
東
関
が
「
横
綱
昇
進
に
再
度

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
宣
言
し
て
い
る
よ

う
に
、
大
変
楽
し
み
な
場
所
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
力
強
い
地
域

の
宝
と
し
て
、
両
相
撲
部
屋
の
力
士

の
活
躍
を
期
待
し
、
応
援
し
て
い
き

ま
す
。

灸
梟
訃
夲
掫
午

□ 広報番組「情報キャッチ! ! 好きです。あだち」ルックi nあだち「挑戦する足立の製造業」・‥ 長引く不況にも負けず、常に挑戦を続ける足立の製造業の姿
に迫りました。放送日時=2月27日～3月5日、午後O時30分/午後6時放送局=ケーブルテレビ足立( 9CH) 問先=広報係　3880―5815
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
2
月
2
8日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電 話 番 号 が な い 記 事 に つ い て は

区 役 所 代 表 へ 　3880- 5111

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は

ht t p: / / www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

‘

蕪 瀋 柵L

巨　=, ¥
し驫み抛肖=舞い龠細峭|
灘 ヨ 戸

乳
幼
児
の
発
達
相
談

発
達
に
心
配
の
あ
る
、
就
学
前
ま

で
の
子
ど
も
の
相
談
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
通

所
指
導
や
、
心
理
技
術
職
員
、
言
語

聴
覚
士
に
よ
る
個
別
指
導
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
幼
児
発
達
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
6

ご
存
知
で
す
か
?

様
々

な
保
育
制
度

認
可
保
育
園
の
ほ
か
に
も
、
次
の

よ
う
な
保
育
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
東
京
都
認
証
保
育
所

都
が
定
め
る
基
準
を
満
た
し
、
都

の
認
証
を
受
け
た
民
間
保
育
所
で

す
。

□
足
立
区
認
定
保
育
室

区
が
定
め
る
基
準
を
満
た
し
た
、

小
規
模
の
民
間
保
育
所
で
、
主
に
3

歳
未
満
の
子
ど
も
を
保
育
し
ま
す
。

□
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
が
認
定
し
て
い
る
保
育
マ
マ
の

自
宅
で
、
3
歳
未
満
の
子
ど
も
を
保

育
し
ま
す
。

□
緊
急
一
時
保
護

保
護
者
が
出
産
・
病
気
な
ど
で
、

保
育
が
困
難
な
就
学
前
の
子
ど
も

を
、
緊
急
一
時
保
護
者
の
自
宅
で
、

一
時
的
に
預
か
り
ま
す
(
保
護
者
が

就
業
す
る
た
め
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
)
。

□
一
時
保
育

保
護
者
が
育
児
疲
れ
解
消
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
な
ど
、
利
用

す
る
理
由
を
問
わ
ず
に
、
子
ど
も
を

区
立
あ
や
せ
保
育
園
ま
た
は
一
部
の

認
証
保
育
所
・
認
定
保
育
室
で
一
時

的
に
保
育
し
ま
す
。
※
対
象
年
齢

な
ど
は
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

□
休
日
保
育

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、

日
・
祝
日
に
保
育
を
必
要
と
す
る
就

学
前
ま
で
の
子
ど
も
を
、
一
部
の
認

証
保
育
所
・
認
定
保
育
室
で
保
育
し

ま
す
。

□
病
後
児
保
育
(
区
立
あ
や
せ
保
育

園
・
要
事
前
登
録
)

病
気
の
回
復
期
に
あ
る
満
I
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
を
、
保
護

者
が
就
労
な
ど
の
理
由
で
保
育
が
困

難
な
場
合
に
保
育
し
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

保
育
料
な
ど
が
掛
か
り
ま
す
。く

わ
し
く
は
、
各
保
育
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=
保
育
計

画
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

土
・
日
曜
日
に
予
防
接
種
が

受
け
ら
れ
ま
す

□
子
ど
も
予
防
接
種
週
間

対
象
と
な
る
予
防
接
種
な
ど
に
つ

い
て
は
、
医
師
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
日
時
・
場
所
=
▽
3

月
5
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
　

(正
午
～
午
後
1
時
は
除
く
)
・
:足

立
区
医
師
会
館
(
中
央
本
町
3
-
4
-
4
)

※
当
日
は
電
話
相
談
も
受

け
付
け
ま
す

電
話
相
談
先
(
当
日

時
間
内
の
み
)
=
足
立
区
医
師
会

(
3
8
4
0
)
3
2
2
3

▽
3
月
I
H
～
7
日
(
土
・
日
曜
日

含
む
)
・
:区
内
医
療
機
関
の
一
部

※
実
施
医
療
機
関
や
日
時
な
ど
に
つ

い
て
は
、
足
立
区
医
師
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。医
師
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

□
3
月
の
土
曜
予
防
接
種
外
来

日
時
=
3
月
1
8日
田
、
午
後
3
時
～
5

時

※
受
け
付
け
は
、
午
後
4
時
3
0

分
ま
で

場
所
U
足
立
区
医
師
会

館

対
象
=
B
C
G

、
ポ
リ
オ
を
除

く
各
予
防
接
種
の
法
定
年
齢
内
の
子

ど
も

※
当
日
は
電
話
相
談
も
受
け

付
け
ま
す

電
話
相
談
先
(
当
日
時

間
内
の
み
)
=
足
立
区
医
師
会

(
3
8
8
0
)
1
8
6
6

-

い
ず
れ
も
I

申

込
U

母

子

健

康

手

帳

、
予

防

接

種

予

診

票

を

持

参

の

上

、

保

護

者

同

伴

で
当

日

直

接

会

場

へ

問

先
=

足

立

区

医

師

会

(
3
8
4
0
)
2
1
1
1

腿
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
d
a
c
h
i
k
u
-
ョ
e
d
.
o
r

・
j
p
/

区

・
健

康

推

進

係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

消
化
器
健
診

胃
の
健
診
と
大
腸
が
ん
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
。
胃
の
健
診
は
、
ペ
プ

シ
ノ
ゲ
ン
法
で
、
1
0
E
程
度
の
採
血

で
済
み
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
は
採

便
に
よ
る
便
潜
血
反
応
検
査
で
す
。

日
程
・
内
容
等
=
表
・
-
対
象
U
3
5

歳
以
上
の
区
民
(
1
年
度
I
回
の

み
)

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の

病
気
で
治
療
中
の
方
、
腎
不
全
の

方
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で
要
精
密
検

査
と
な
っ
た
方
は
除
く

定
員
=
各
7
0

～
8
0人

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み

の
受
診
も
可
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
い
場

合
あ
り

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
受
診
日
、
受
診
場
所
を
第
3
希

望
ま
で
明
記

※
希
望
す
る
受
診
月

の
3
ヵ
月
前
か
ら
申
し
込
み
可
(
7

月
の
受
診
を
希
望
す
る
方
は
4
月
か

ら
)
。
受
診
票
は
受
診
日
の
2
ヵ
月

前
に
送
付

申
・
問
先
=
中
央
本
町

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0
・
0
0
1
1
中
央
本
町
1
1
5
-
3

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表1消化器健診日程( 4～9月)

※ ☆印の日程は午後、それ以外は午前に行います

精
神
保
健
講
演
会
「
も
っ
と
知

り
た
い
!

統
合
失
調
症

」

日
時
=
3
月
2
9日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

講
師
=
坂
本
博
子

氏
(
す
ず
き
病
院
医
師
)

定
員
H
4
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

3月の献血
受け付け時に運転免許証や保険証など、

本人を確認できるものをご提示ください。

|問先= 東京都東赤十字血液センター
5682―2803　

区・衛生管理係 　3880―5891

3 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施

術を当番制で行っています。《 健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
3
月
の
予
定

第
3
回
区
政
モ
ニ
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
は
る
か
ぜ
」～

区
で
は
、
区
政
に
関
す
る
テ
ー
マ

を
決
め
、
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
第
3
回
の
テ
ー
マ

は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
『
は
る
か

ぜ
』
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
集
約
結
果
で
は
、
区
政
モ
ニ
タ

ー
の
9
4・
3
%

が
知
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
集
計
結
果
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。
報
告
書
は
、
区
政

情
報
室
、
区
内
図
書
館
、
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
は
、

学
識
経
験
者
、
バ
ス
事
業
者
、
交
通

管
理
者
な
ど
に
よ
る
「
都
市
交
通
懇

話
会
」
の
中
で
報
告
し
、
要
望
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

調
査
期
間
H
1
7年
1
2月
1
4日
～
2
8日

回
答
人
数
等
U
合
計
1
7
6人(
郵
便
1
3
9

人
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
3
7人
)

※

回
答
率
9
3・
6
%

問
先
=
▽
結
果

内
容
お
よ
び
「
は
る
か
ぜ
」
に
つ
い

て
…
交
通
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
6

▽
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ

い
て
・
:区
民
の
声
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
9

問 「はるかぜ」に対しての要望はありますか。次の中からい
くつでも選んでください。(複数回答)

その他
・循環バスは、
逆回りも運行
して欲しい

・もっと路線を
増やして

など
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新
し
い
介
護
保
険
被
保
険
者

証
は
3
月
1
日
発
送
予
定

表
札
や
集
合
ポ
ス
ト
に
名
前
を
表

示
し
て
い
な
い
、
郵
便
物
が
郵
便
局

に
留
め
置
き
に
な
っ
て
い
る
、
転
送

届
を
出
し
て
い
る
な
ど
の
場
合
は
、

被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
配
達
記
録
郵
便
で
の
郵
送
を
申
し

込
ん
だ
方
へ
は
、
3
月
2
日
以
降
に

送
付
し
ま
す
。
今
回
か
ら
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
が
な
く
な
り
ま
し
た

(認
定
期
間
は
従
来
ど
お
り
で
す
)

問
先
H
介
護
保
険
課
資
格
賦
課
係
　

(
3
8
8
0
)
5
7
4
5

地
域
保
健
福
祉
推
進
協
議
会

を
公
開
し
ま
す
(
傍
聴
制
度
)

日
閼
=
3
月
R
日
床
、
午
蕷
2
時
～

4
時
※
傍
聴
の
受
け
付
け
は
、
午

後
1
時
～
1
時
3
0
分
場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

定
員
=
2
0人
(
抽

選
)

※
傍
聴
す
る
に
は
制
限
が
あ

り
ま
す
。く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

申
込
H
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
福
祉
管
理
課
調
整

(
3
8
8
0
)
5
7
3
2

補
装
具
セ
ミ
ナ
ー
「
短
下
肢
装

具
っ
て
何
?
～
短
下
肢
装

具
の
正
し
い
理
解
～
」

日
時
=
3
月
8
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
対
象
=
脳
卒
中
な
ど
で

麻
痺
し
た
足
に
付
け
る
、「
短
下
肢

装
具
」
を
装
用
し
て
い
る
方
と
そ
の

家
族
、
お
よ
び
関
係
者

内
容
等
―

▽
「
補
装
具
は
な
ぜ
必
要
か
?
」・
:

遠
藤
正
弘
氏
(
遠
藤
整
形
外
科
院

長
)

▽
「
短
下
肢
装
具
と
の
付
き

合
い
方
」・
:山
田
貞
夫
氏
(
都
心
身

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
理
学
療
法

士
)

定
員
H
5
0人
程
度
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
障

害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

ぜ
ん
息
児
和
太
鼓
教
室

日
程
等
=
表
2

場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

内
容
=
ぜ
ん
息
を
軽
く

す
る
た
め
に
、
柔
軟
な
呼
吸
筋
と
腹

式
呼
吸
を
、
和
太
鼓
を
と
お
し
て
身

に
付
け
ま
す

講
師
=
種
市
政
義
氏

(
和
太
鼓
奏
者
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
H
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

表2 ぜん息児和太鼓教室日程表子
育
て
サ
ロ
ン
綾
瀬

サ
ポ

ー
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

対
象
―
綾
瀬
川
よ
り
東
側
在
住
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
・
:
①

保
育
士
な
ど
の
有
資
格
者

②
子
育

て
支
援
の
活
動
経
験
者
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
可
能
な
方
勤

務
内
容
=
サ
ロ
ン
利
用
者
か
ら
の
、

日
常
的
な
子
育
て
相
談
の
対
応
や
、

子
ど
も
が
安
全
に
遊
べ
る
た
め
の
見

守
り
勤
務
条
件
=
月
～
土
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
の
う
ち
、
①

1
日
6
時
間
で
、
1
ヵ
月
8
日
以
上

②
1
日
3
時
間
で
可
能
な
日
数

報

酬
n
①
時
給
7
9
0円

②
時
給
5
0
0円

募
集
人
数
=
1
0～
1
6人
程
度

選
考
=

書
類
審
査
と
面
接

面
接
日
時
1
3

月
2
2日
水
、
午
前
1
0時
～
正
午
の

間
で
指
定
す
る
時
間

採
用
予
定
日
=
4

月
1
日

※
勤
務
と
平
行
し
て
、
4

・
5
月
に
予
定
し
て
い
る
「
子
育

て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
A

コ
ー

ス
」
の
受
講
が
必
要
(
資
格
や
経
験

に
よ
り
受
講
免
除
あ
り
)

申
込
H

市
販
の
履
歴
書
に
対
象
の
①
ま
た
は

②
を
明
記
し
、写
真
貼
付
の
上
、持

参
ま
た
は
郵
送

※
申
込
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん

期
限
=
3

月
1
5日
必

着

申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー

〒
1
2
0・0
0
0
4

東
綾

瀬
I
-
5
-
1
7(

3
6
0
6
)
1
3
3
3

7
3歳
以
上
の
区
民
に

無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
▽
3
月
7
日
収
・
3
月
1
4

日
収
、
千
住
北
部
地
域
集
会
所
(
千

住
寿
町
3
7
1
6
)

▽
3
月
1
0日

㈲
・
3
月
2
4日
面
・
:竹
の
塚
障
害
福

祉
館
(
竹
の
塚
2
-
2
5
-
1
7
)受

付
H
午
前
9
時
～
午
後
3
時
1
0
分

定
員
=
各
日
4
8人
(
当
日
先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
会
場

で
の
貴
重
品
の
管
理
は
、
各
自
で
お

願
い
し
ま
す

問
先
=
障
害
福
祉
計

画
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

区
保
健
師
(
非
常
勤
職
員
)

募
集

対
象
=
保
健
師
の
有
資
格
者
勤
務

内
容
=
健
康
診
断
、
相
談
業
務
ほ
か

勤
務
条
件
=
週
3
0
時
間
(
週
4
日
)

雇
用
期
間
=
4
月
1
日
～
1
9
年
3
月

3
1日
(
更
新
の
場
合
あ
り
)

報
酬
=

月
2
0万
円
程
度
(
税
込
み
・
交
通

費
別
途
支
給
・
社
会
保
険
あ
り
)

募
集
人
員
=
I
人

選
考
=
面
接

申
込
=
電
話

申
・
問
先
U
竹
の
塚

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

第
1
0回
こ
こ
ろ
の
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
3

月
4
日
出

、
午
前
H

時
～

午
後
4

時

内
容
等
=
r
h
e
a
r
t
t
o
h
e
a
r
t

伝
え
よ
う

広
げ
よ
う

心
の
声
を
!

」
を
テ
ー
マ
に
、
心
の

健
康

、
心
の
病
を
持
っ
た
方
へ
の
理

解
と

、
社
会
復
帰
を
進
め
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
(

表
3
)

※
く
わ
し
く

は
当
日
会
場
で
配
付
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=

地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

表3 こころの健康フェスティバル主な内容等

※申込= いずれも当日直接会場へ

在宅介護支援センター 3月の家族介護者教室

※ 「 申込= 」 の記載がないものは、当日直接会場へ

日光林間学園
天体望遠鏡工作教室

「望遠鏡を作って
月や土星を見よう」

日時=5月4日㈹・5日㈲、午後

3時30分～8時30分対象=日光

林間学園に宿泊する方 内容= 工

作キットによる天体望遠鏡作りと

屋外での星空観望 定員= 各日10

組( 先着順) 費用=1 組3 千円

( 1 組に望遠鏡工作1 台、本体材

料費含む) 申込= 電話 ※ 宿泊

当選者は予約確定連絡時、空室申

し込みの方は4 月3 日以降 場・

申・問先= 日光林間学園

0288―53―3681

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
(
5
月
分
)

□
利
用
案
内

申
込
方
法
等
H
各
家
庭
に
配
付
し
た

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
H
ぺ
よ
ン
を

ご
覧
く
だ
さ
い

※
4
月
2
9日
～
5

月
6
日
は
、
単
身
で
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん

休
館
日
等
=
表
4

※
以

前
の
申
込
(

ガ
キ
(
未
使
用
の
も

の
)
を
お
持
ち
の
方
は
、
公
社
各
窓

口
で
現
品
と
引
き
換
え
に
払
い
戻
し

ま
す
。
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

(
ス
タ
ン
プ
印
不
可
)

宿
泊
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
・・・
各

施
設
予
約
電
話
へ
(
表
4
)

山
中
湖
林
間
学
園
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
開
放

開
放
日
=
4
月
2
9
日
㈱
・
3
0
日
㈲
・

5
月
3
日
～
6
日
対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方
と
そ
の
同
伴
者
申

込
=
電
話
申
し
込
み
受
付
期
間
=

3
月
1
日
～
1
0
日
(
土
・
日
曜
日
を

除
く
。
結
果
は
3
月
1
6日
以
降
に
通

知
)

当
選
者
受
付
H
3

月
2
4日
ま

で
に
、
現
地
へ
予
約
確
定
の
電
話

空
き
室
予
約
H
4
月
3
日
か
ら
現
地

施
設
で
電
話
で
受
け
付
け

申
先
=

山
中
湖
林
間
学
園
予
約
専
用
番
号

0
5
5
5
(
6
2
)
1
-
4
0
4

問
先
―
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

表4 各施設利用案内5 月利用分

※ ハガキによる利用申し込みは2 人以上。1 施設に対して、1 グループにつき
ハガキ1 枚でお願いします

※日光林間学園、鋸南自然の家、鹿沼野外レクリエーションセンターの利用で
きる日も学校などが利用するため、空室が少ない場合があります。くわしく
は、各施設にお問い合わせください
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1
7年
度
足
立
区
教
育
委
員
会

児

童

・
生

徒

褒

賞

お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
政
策
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
9
6
1

区
で
は
、心
豊
か
な
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、優
れ

た
活
動
(
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
)
や
、地
域
で
特
に
顕
著
な

善
行
を
行
っ
た
区
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
、褒
賞
を
行
っ
て
い
ま

す
。今
年
度
、区
長
褒
賞
お
よ
び
教
育
委
員
会
褒
賞
を
受
賞
し
た
方
を
紹
介
し

ま
す
(
敬
称
略
。褒
賞
対
象
期
間
は
、
1
6年
1
2月
1
日
～
1
7年
‥川
月
3
0日
)
。

※
褒
賞
式
は
、
2
月
1
5日
に
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た

区

長

褒

賞

《
善
行
・
団
体
》

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

六
月
中
学
校
生
徒
会

生
徒
会
を
中
心
に
空
き
缶
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
を
続
け
、社
会
貢
献
に
役
立

て
て
い
ま
す
。朝
、学
校
の
昇
降
口
で

缶
の
回
収
を
し
た
り
、地
域
の
方
が
集

め
た
缶
を
取
り
に
行
き
、リ
ヤ
カ
ー
で

運
ん
だ
り
と
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、地
域
の
方
に
感
謝
さ
れ
る
と
、と
て

も
嬉
し
い
で
す
。地
域
一
丸
と
な
り
、

回
収
数
は
年
々
増
え
、今
年
の
目
標
は

6
万
値
で
す
!・

▲「今では缶を見る
と、つい拾いたく
なる」という六月
中生徒会の皆さ
んと顧問の先生

《
文
化
・
団
体
》

◆
手
工
芸

弥
生
小
学
校
染
物
部

み
ん
な
で
分
担
し
て
作
成
し
た
の

で
、
配
置
や
大
き
さ
な
ど
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
の
が
大
変
で
し
た
が
、
で

き
上
が
っ
て
い
く
た
び
に
、
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
活
動
を
通
じ
、

ほ
か
の
学
年
の
人
た
ち
と
も
仲
良
く

な
れ
ま
し
た
。

▲ 作 品の 抜粋

▲ 大きな布に

たくさんの

動物の物語

が入った作
品を作りま

した

◆
新
聞

第
九
中
学
校
1
6年
度
卒
業
生

卒
業
式
の
前
日
ま
で
、
毎
日
学

級
新
聞
を
発
行
。
日
直
が
ク
ラ
ス

の
様
子
を
記
事
に
す
る
な
ど
、
全

員
が
新
聞
作
り
に
携
わ
り
ま
し

た
。
み
ん
な
に
読
ん
で
も
ら
う
た

め
に
、
全
員
が
良
い
も
の
を
作
ろ

う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性

が
発
揮
で
き

ま
し
た
。

▲ 新 聞 を見る
と、その日何
があったかを
振り返ること
ができます

《
ス
ポ
ー
ツ
・
個
人
》

◆
陸
上
競
技

佐
藤
由
佳
(
千
寿
桜
堤
中
3
年
)

練
習
は
厳
し
い
で
す
が
、
負
け

ず
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
で
、
結
果

が
出
て
自
信
も
付
き
ま
し
た
。
目

標
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
と
、
仲
間
の
応
援
や
支
え
が

力
に
な
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

▲
将
来

、ほ
か
の
投
て

き
競
技
に
も
挑
戦

し
た
い
そ
う
で
す

◆
陸
上
競
技

石
原
太
地
(
六
月
中
3
年
)

記
録
に
関
係
な
く
、
足
が
軽
い

と
感
じ
な
が
ら
走
れ
た
と
き
は
、

気
持
ち
が
良
い
で
す
〇
陸
上
の
魅

力
は
、
練
習
し
た
分
だ
け
力
が
付

き
、
結
果
に
出
る
所
。
陸
上
を
通

じ
、
地
元
以
外
に
友
達
が
増
え
た

こ
と
も
嬉
し
い
で
す
。

▲ 今後はいつでもよい走りができ
る力を身に付けたいそうです

◆
陸
上
競
技

梅
津
富
士
子
(
第
十
一
中
3
年
)

跳
ぶ
の
が
楽
し
く
て
始
め
た
(
I

ド
ル
。
す
べ
て
の
(
I

ド
ル
を

上
手
に
跳
び
越
せ
た
と
き
や
、
前

の
選
手
を
追
い
抜
く
瞬
間
が
楽
し

い
で
す
。
陸
上
を
通
じ
て
、
あ
き

ら
め
な
い
心
と
、
努
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

▲ 将来もずっと陸上競技に携わっ
ていくのが夢

◆
陸
上
競
技

川
崎

敦
(
第
十
一
中
1
年
)
　

一
斉
に
走
り
出
し
、ほ
か
の
選
手

に
追
い
付
か
れ
ず
に
ゴ
ー
ル
し
た

と
き
は
、気
持
ち
が
良
い
で
す
。
陸

上
を
始
め
て
、ど
ん
な
こ
と
に
も
負

け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
よ

り
強
く
な
り
ま
し
た
。

▲
今
後
も
自
己
新
記

録
を
意
識
し
て
、
続

け
て
い
く
の
が
目
標

◆
陸
上
競
技

白
崎
ペ
ン
シ
ー
(
花
畑
中
2
年
)

厳
し
い
練
習
を
乗
り
越
え
、試
合

で
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
い

で
す
。
1
0
0
分
の
1
秒
の
差
で
勝
負
が

決
ま
る
短
距
離
で
、時
間
の
大
切
さ

を
学
び
、ど
ん
な
に
少
し
の
時
間
で

も
、と
て
も
貴
重
な
も
の
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ

げ
J

い
U
　

い
る
そ
う
で
す

◆
陸
上
競
技

佐
藤
里
紗
(

第
十
四
中
2

年
)
　

陸
上
競
技
は
自
分
と
の
戦
い
で

、プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
い
で
す
が
、勝
て
た

と
き
の
喜
び
も
大
き
い
で
す
。努
力
し

た
分
、結
果
の
出
る
陸
上
を
通
じ
、部

活
動
だ
け
で
は
な
く
勉
強
な
ど
に
も

努
力
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▲
今
回
の
受
賞
を
、
周

り
の
多
く
の
人
に
感

謝
し
た
そ
う
で
す

◆
水
泳

田
口
直
輝
(
舎
人
第
一
小
5
年
)
　

物
心
が
つ
い
た
と
き
に
は
す
で
に
泳

ぎ
始
め
て
い
て
、
今
で
も
水
泳
が
大

好
き
。
今
ま
で
の
自
分
の
記
録
を
塗

り
か
え
る
タ
イ
ム
が
出
る
と
何
よ
り
も

嬉
し
い
で
す
。そ
れ
を
め
ざ
し
て
厳
し

い
練
習
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

▲ 得意種目は平泳ぎ。目標は
北島康介選手

◆
体
操

渡
辺
崇
仁
(
舎
人
第
一
小
6
年
)

体
操
に
は
、
今
ま
で
で
き
な
か

っ
た
こ
と
で
も
、
練
習
す
る
こ
と

で
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
喜
び
が

あ
り
ま
す
。
跳
馬
は
一
発
勝
負
な

の
で
一
番
緊
張
し
ま
す
が
、
思
い

通
り
に
跳
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
き

は
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

S1体操だけでな< 、文武両道
で、勉強も頑張りたいとの
ことです

《
ス
ポ
ー
ツ
・
団
体
》

◆
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

S
K
Y
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ス

始
め
は
ボ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
ド
な
ど

に
付
い
て
い
け
な
く
て
も
、
基
礎
練

習
を
一
生
懸
命
続
け
る
こ
と
で
慣

れ
、楽
し
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
は
全
員
が
集
中
し
な
い
と

勝
で
ま
せ
ん
。
男
子
単
独
チ
ー
ム
の

多
い
中
、女
子
レ
ギ
ュ
ラ
ー
も
多
く
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
、
集
中
し
て
頑

張
り
ま
し
た
。

▲ ドッジボールは全員が主役、
心を一つにして頑張ってい
るそうです

◆
水
泳

第
十
四
中
学
校
水
泳
部

男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

選
手
一
人
ひ
と
り
が
、
自
己
記

録
を
上
回
る
こ
と
を
考
え
、そ
れ
が

結
果
に
結
び
付
き
ま
し
た
。今
ま
で

の
努
力
が
報
わ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

リ
レ
ー
で
は
、
仲
間
を
信
じ
る
こ
と

が
一
番
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

▲ 努力のリレーは、先輩から後輩
へと続きます

◆
野
球

竹
仲

逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
や
延
長
戦

な
ど
、
厳
し
い
試
合
の
連
続
で
し
た

が
、
今
ま
で
努
力
し
て
き
た
こ
と
を

生
か
し
、勝
利
を
も
の
に
し
ま
し
た
。

志
を
持
っ
て
努
力
す
れ
ば
報
わ
れ
る

こ
と
を

実
感
し

ま
し
た
。

▲ 将来 の夢は、
もちろんプロ
野球選手

◆
野
球

第
九
中
学
校
野
球
部

チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
り
、日
本
一

を
め
ざ
し
て

頑
張
り
ま
し

た
。野
球
は
、

技
術
面
よ
り

精
神
面
が
大

事
な
ス
ポ
ー

ツ
と
い
う
こ

と
を
改
め
て

感
じ

ま
し

た
。

卜
後
葷
た
ち
に
全
国
制
覇
の
夢
を
託
し
ま
す

◆
陸
上
競
技

第
十
四
中
学
校
陸
上
競
技
部

女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

リ
レ
ー
は
、み
ん
な
の
気
持
ち
が

バ
ラ
バ
ラ
だ
と
バ
ト
ン
が
つ
な
げ

ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、信
じ
合
う

こ
と
。厳
し
い
練
習
や
負
け
た
悔
し

さ
を
共
に
経
験
し
、そ
の
思
い
を
1

本
の
バ
ト
ン
に
の
せ
て
走
り
抜
く

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

▲ みんなの「勝ちた
い」気持ちがーつ
になりました

◆
陸
上
競
技

足
立
区
選
抜男

子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

区
の
代
表
と
し
て
、
良
い
結
果

を
出
し
た
い
と
頑
張
り
ま
し
た
。

練
習
で
は
、
バ
ト
ン
パ
ス
が
な
か

な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
練
習
す
る
う
ち
に
み
ん
な
の

息
が
合
う
よ
う
に
な
り
、
本
番
で

は
大
成
功
し
ま
し
た
。

▲ 別 々の3 つの 学校 から 選ば れ

た 選手 たちが頑 張り まし た

教

育

委

員

会

褒

賞

《
文
化
・
個
人
》

□
デ
ザ
イ
ン

河
合
優
吾
(
舎
人
第
一
小
6
年
)

□
作
文

瀧
口
省
吾
(
舎
人
第
一
小
6
年
)

小
針

茜
(
第
五
中
3
年
)

□
標
語

阿
部
愛
紗
美
(
千
寿
桜
小
5
年
)

□
ポ
ス
タ
ー

遠
田

絵
(
第
四
中
3
年
)

□
弁
論

関
根

鮎
(
第
十
四
中
2
年
)

□
技
術
科

大
塚
拓
馬
(
扇
中
2
年
)

辻

諒
太
郎
(
扇
中
2
年
)

林

一
茂
(
扇
中
2
年
)

《
文
化
・
団
体
》

□
吹
奏
楽

花
畑
西
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

第
十
一
中
学
校
吹
奏
楽
部

青
井
中
学
校
吹
奏
楽
部

花
畑
中
学
校
吹
奏
楽
部

□
英
語
学
芸

蒲
原
中
学
校
英
語
部

□
赤
十
字
活
動

寺
地
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

《
ス
ポ
ー
ツ
・
個
人
》

□
陸
上
競
技

梅
澤
美
苑
(
千
寿
桜
堤
中
3
年
)

石
井
成
彦
(
第
六
中
1
年
)

藤
崎
翔
太
(
第
六
中
2
年
)

中
山
由
紀
子
(
第
六
中
3
年
)
　

酒
井

涼
(
第
十
中
1
年
)

山
崎
沙
恵
(
第
十
一
中
1
年
)
　

三
国
一
真
(
第
十
三
中
2
年
)
　

牧
野

椋
(
第
十
三
中
3
年
)
　

大
野
哲
平
(
第
十
四
中
1
年
)
　

國
井
麻
紀
子
(
第
十
四
中
3
年
)

宮
地
佑
佳
(
第
十
四
中
3
年
)
　

入
江
望
月
(
東
綾
瀬
中
1
年
)
　

岩
佐
祐
吾
(
東
綾
瀬
中
1
年
)
　

木
賀
麻
実
(
柬
綾
瀬
中
1
年
)
　

平
塚
友
美
子
(
東
綾
瀬
中
3
年
)

今
井
太
介
(
伊
興
中
1
年
)

近
藤
有
紀
(
伊
興
中
3
年
)

□
水
泳

佐
々
木
理
花
(
第
十
四
中
1
年
)

鈴
木
健
太
(
第
十
四
中
1
年
)
　

風
間
海
人
(
第
十
四
中
2
年
)
　

三
井
寿
貴
(
第
十
四
中
2
年
)
　

石
川
直
人
(
第
十
四
中
3
年
)
　

鈴
木
聖
美
(
第
十
四
中
3
年
)
　

法
師
一
貴
(
第
十
四
中
3
年
)

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

根
本
絃
太
(
千
寿
青
葉
中
3
年
)

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

木
口
暁
遥
(
舎
人
小
5
年
)

栗
木
優
香
(
竹
の
塚
小
5
年
)
　

徳

沙
緒
利
(
花
畑
北
中
3
年
)

□
体
操

佐
々
木
直
人
(
花
畑
小
3
年
)

□
新
体
操

高
田
隹
弥
(
江
北
中
3
年
)

眞
柄
美
里
(
花
畑
中
2
年
)

□
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

近
藤
優
季
(
東
溯
江
小
4
年
)

□
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

小
柳
美
久
(
花
畑
中
1
年
)

□
舞
踊

飯
塚

愛
(
亀
田
小
6
年
)

□
柔
道

海
谷
百
恵
(
第
十
三
中
2
年
)

□
空
手

大
久
保
勇
斗
(
東
加
平
小
6
年
)
　

後
藤
頼
人
(
花
畑
小
5
年
)

後
藤
光
治
(
花
畑
小
6
年
)

鈴
木
渉
晃
(
第
十
三
中
1
年
)
　

内
山
瑞
基
(
東
綾
瀬
中
1
年
)
　

大
久
保
亮
介
(
東
綾
瀬
中
2
年
)

□
太
極
拳

大
竹
史
晃
(
千
寿
第
五
小
5
年
)
　

寺
澤
祐
佳
里
(
千
寿
第
五
小
6
年
)

浅
間

瞳
(
関
原
小
5
年
)

□
な
ぎ
な
た

川

将
平
(
栗
島
中
2
年
)

《
ス
ポ
ー
ツ
・
団
体
》

□
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

弥
生
第
ニ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

青
空
ク
ラ
ブ
(
男
子
)

宮
城
ミ
ニ
バ
ス
ヶ
ツ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

□
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第
九
中
学
校

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

全
千
寿
J
.
V
.
C

中
島
根
ジ
ュ
ニ
ア

第
九
中
学
校

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
十
一
中
学
校

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

溯
江
中
学
校

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

□
野
球

リ
ト
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

第
十
二
中
学
校
野
球
部

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

足
立
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ー
ル
ス

□
フ
ッ
ト
サ
ル

カ
リ
オ
カ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
足
立

□
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

第
十
中
学
校
男
子
テ
ニ
ス
部

□
卓
球

伊
興
中
学
校
卓
球
部

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

千
寿
青
葉
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

伊
興
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

□
陸
上
競
技

第
十
四
中
学
校
陸
上
競
技
部
1
年

男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

東
綾
瀬
中
学
校
陸
上
競
技
部

女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

足
立
区
選
抜
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

□
新
体
操

K
A
N
A
-
新
体
操
ク
ラ
ブ

□
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

ア
ポ
ロ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

□
剣
道

第
十
一
中
学
校
剣
道
部
(
女
子
)
　

青
井
道
場

□
少
林
寺
拳
法

東
京
足
立
東
和
支
部

□
な
ぎ
な
た

千
徳
ク
ラ
ブ

「あだち」が大好きな方募集
～足立区観光交流協会18年度新規会員を受け付けます～

ぼくは足立区観光交流協会イメージキャラクターの「てる丸くん」
です。観光交流協会では、様々な活動を行っています。入会すると特
典などもあります。現在。18年度の観光交流協会の会員を募集中です。
この機会に、ぜひ入会してください。

◆ 観光交流協会は、区の魅力を高めています

足立区の観光事業を
新しく見つけることや
育てること、友好都市
との交流を 進めていま
す。現 在 会 員 数 は 約1, 300

人。足立区を愛す
る皆さ んの会費も、右
記のような区のイベン
トの力になり、魅力あ
る足立の情報を伝える
のに役立っています。

□ 四季のイベント ※事業予定は変更の場合あり[ >
春…桜めぐりツアー( 4 月) / しょうぶまつ
りとスタンプラリーの同時開催( 6 月)

[ >夏…足立の花火大会( 7 月) / ヘルモント市
ツアー( 8 月)

[ >秋…区民まつりの後援とスタンプラリーの同　
時開催( 10月) /秋のバスツアー( 9～11月)

[ >冬…光の祭典( 12月) /観光写真コンクール　　
( 1～2月) /区民芸能大会( 3月)

[ >通年… あだちスタンプラリー/ バスツアー
( 区内・友好三都市ほか) / ベルモンド公園
活用/ 観光交流事業などへの後援

◆ 会員になると特典がいっぱい

個人会員になると、|
夏の花火大会、四季折
々のツァーなどで利用
できる特典がたくさん
あり ます。 ※ 団 体・
企業会員は特典が異な
ります。く わしくはお
問い合わせください

□ 特典の紹介
[ >「足 立の花火大 会会員席 券
( 1 囗につき2 枚) 」と「記
念豆はっぴ」を進呈

[ >「足立区民芸能大会」への優
先出場枠

[ >区内ツアーや友 好三都市バ
スツアーなどのイベ ントへ、
会員割引価格で参加可

▲ 会員席は、打ち上げ場所
正面や対岸の、ゆったり
見られる階段席です

◆ 入会の申し込みは、ます電話で

費用や申し込み方法
などは右記のとおりで
す。この機会に「あだ
ち大好き仲間」になっ
て、一緒に出掛けまし
ょう。

年会費ら個人会員( 1囗) … 3千円じ>団体・
企業会員( 1口) … 1万円※ 4月～19年3月
分 申込= 電話。後日、くわしい説明と郵便局
で利用できる振込用紙( 手数料は観光交流協会
負担) を送付 ※ 随時入会可能。すでに会員の
方へは、会員継続の用紙を送付 申・問先= 区
観光交流協会( 観光交流課内) 〒120 ―8510 中
央本町1 ―17―1 　3880- 5853

春
の
荒
川
・
隅
田
川
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と

足
立
の
桜

日
時
=
4

月
5
日
㈲
、午
前
9
時
5
0

分
、千
住
発
着
場
(
千
住
曙
町
4
2番

地
先
)
集
合

対
象
―
観
光
交
流
協

会
会
員
と
家
族
お
よ
び
区
内
在
住
の

方

内
容
=
水
上
バ
ス
で
の
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
(
千
住
発
着
場
～
隅
田
川
～

荒
川
)
と
区
内
の
桜
の
名
所
巡
り
(

都
市
農
業
公
園
、桜
花
亭
、葛
西
用

水
親
水
水
路
、都
立
東
綾
瀬
公
園
ほ

か
)

定
員
U
9
0
人
(
抽
選
)

※
船

内
座
席
6
8人
、デ
ッ
キ
席
2
2人

費

用
U
▽
協
会
会
員
・
:
3
千
5
0
0円

▽

会
員
家
族
…
4
千
円

▽
一
般
…
4

千
5
0
0円

※
バ
ス
・
水
上
バ
ス
、昼

食
、保
険
代
金
を
含
む
。水
上
バ
ス

の
デ
ッ
キ
席
を
希
望
の
場
合
、
3
0
0
円

割
り
引
き

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に

希
望
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、会
員
・
会
員
家
族
・
一
般

の
別
、デ
ッ
キ
席
の
可
否
、「
春
の
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
希
望
」を
明
記

※
(

ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま
で
申
し
込
み

可
。返
信
(
ガ
キ
の
表
に
代
表
者
の

住
所
、氏
名
を
必
ず
記
入
。重
複
申

し
込
み
は
無
効
〇当
選
者
に
は
後

日
、振
込
用
紙
を
送
付

期
限
=
3

月
1
5日
必
着

申
・
問
先
=
区
観
光

交
流
協
会
(
観
光
交
流
課
内
)

〒
1
2
0

・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

※
ツ
ア
ー
の
申
し
込
み
前
に
入
会
し

た
方
は
、
1
8年
度
新
規
会
員
と
し

て
、
会
員
料
金
で
参
加
で
き
ま
す ▲ 桜満開で水面も桜色に。葛西用水

親水水路

第20 回
足立区観光

写真コンクール

入賞作品展

日
程
‥
3
月
4
日
～
2
0
日
場
所
=

千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス
T
番
館
「
北
千
住

マ
ル
イ
」
4
～
8
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル

問
先
=
区
観
光
交
流
協
会
(

観
光
交
流
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

▲ 光の祭典部門特選「メリークリス
マス」吉野彰氏( 西伊興在住)
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定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
2
月
2
8日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
算
定

の
た
め
に
も
、
税
の
申

告
を
お
忘
れ
な
く

税
の
申
告
は
、
非
課
税
証
明
書
の

発
行
や
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険

の
保
険
料
な
ど
を
決
定
す
る
た
め
に

も
必
要
で
す
。
ま
た
、
次
の
算
定
や

判
定
の
基
礎
に
も
な
り
ま
す
〇

税

の
申
告
結
果
を
用
い
る
も
の
=
国
民

健
康
保
険
料
所
得
割
額
の
算
定
/
均

等
割
額
の
軽
減
判
定
/
高
額
療
養
費

の
自
己
負
担
限
度
額
の
判
定
/
入
院

時
の
食
事
代
自
己
負
担
額
の
減
額
判

定
/
高
齢
受
給
者
証
・
④
医
療
受
給

者
証
の
負
担
割
合
の
判
定
ほ
か

※

前
年
に
所
得
の
な
い
方
や
収
入
が
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
の
み
の
方
も
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
前

年
中
の
所
得
が
給
与
収
入
の
み
で
、

勤
務
先
の
給
与
か
ら
住
民
税
が
引
か

れ
る
方
、
税
務
署
に
確
定
申
告
を
す

る
方
は
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

申
・
問
先
=
▽
国
民

健
康
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て
・
:こ
く

ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

▽
申
告
書
の
提
出
な
ど
・
:
課
税
第

一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

・
0

障
害
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
へ

4
月
か
ら
、
障
害
基
礎
年
金
と
老

齢
厚
生
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
と
遺

族
厚
生
年
金
を
併
せ
て
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
対
象
=
6
5歳

以
上
の
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
の
う

ち
、
老
齢
厚
生
年
金
ま
た
は
遺
族
厚

生
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
方

申
込
=
4

月
以
降
、
社
会
保
険
事
務
所
へ

※
併
給
の
選
択
に
よ
り
給
付
額
が
高

く
な
る
方
に
は
、
5
月
中
旬
に
、
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら

せ
と
年
金
受
給
選
択
申
出
書
が
送
付

さ
れ
る
予
定
で
す

問
先
=
足
立
社

会
保
険
事
務
所(

3
6
0
4
)
0
1
1
1

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

0
5
7
0
(
0
5
)
1
1
6
5

区
・
年
金
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

『環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
キ

ッ
ズ
I
S
O
初
級
編
」
で

4
6人
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

「
キ
ッ
ズ
ー
S
O

プ
ロ
グ
ラ
ム
初

級
編
」
と
は
、
子
ど
も
向
け
の
環
境

教
育
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
〇

家
庭
内
の
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
使

用
量
と
ご
み
の
量
を
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
減
ら
せ
る
か
考
え
、
家
族
で
実

践
し
て
、
効
果
を
把
握
し
ま
す
。
終

了
後
、
合
格
す
る
と
、
国
際
認
定
証

が
授
与
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
取
り
組
ん
だ
子
ど
も
た
ち

の
う
ち
、
梅
島
小
学
校
と
千
寿
桜
小

学
校
の
2
校
の
6
年
生
4
5大
と
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
挑
戦
し
た
綾
瀬
小

学
校
の
卒
業
生
I
人
の
計
4
6大
が
認

定
証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
2
人
が
特
別
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

□
特
別
賞
受
賞
者
(
敬
称
略
)

▽
助
日
航
財
団
賞
・
:小
池
束
紗
(
千

寿
桜
小
学
校
)

▽
電
気
事
業
連
合

会
会
長
賞
・
:麻
生
絢
香
(
千
寿
桜
小

学
校
)

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
環
境
推
進
課
事
業
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

日
清
紡
東
京
工
場
跡
地
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
S
C
(
シ
ョ
ッ

ピ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
)
建
築
事
業

評
価
書
の
縦
覧
を
し
ま
す
。
縦

覧
期
間
=
2
月
2
7
日
～
3
月
1
3
日
　

(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)
、
午
前

9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
縦
覧

場
所
―
区
・
環
境
保
全
課
/
都
・
環

境
影
響
評
価
課

閲
覧
場
所
=

中

央
・
梅
田
・
興
本
の
各
図
書
館

問

先
H
都
・
環
境
影
響
評
価
課
調
整
係

(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

区
・
環
境
保
全
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
7

都
市
計
画
案
の
縦
覧

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
都
知
事
ま
た
は
区
長
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
都
決
定
の
都
市
計
画
案

▽
東
京
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

□
区
決
定
の
都
市
計
画
案

▽
束
京
都
市
計
画
高
度
地
区
の
変
更

▽
東
京
都
市
計
画
公
園
新
田
公
園
の

変
更

-

い
ず
れ
も
I

公
告
日
=
2
月
2
2
日
縦
覧
・
意
見

書
提
出
期
間
=
2
月
2
2
日
～
3
月
8

日

縦
覧
場
所
=
区
・
都
市
計
画
係

※
都
決
定
の
都
市
計
画
案
は
都
・
都

市
計
画
課
で
も
縦
覧
で
き
ま
す

意

見
書
提
出
先
=
▽
都
決
定
の
都
市
計

画
案
・
:
都
・
都
市
計
画
課

▽
区
決

定
の
都
市
計
画
案
・
:区
・
都
市
計
画

係

問
先
=
区
・
都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

3
月
1
日
～
7
日
は
全
国

一
斉
建
築
物
防
災
週
間

毎
年
、
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害

に
よ
り
、
建
物
へ
の
被
害
と
共
に
、

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
防
災
の
視
点
か
ら
身

の
周
り
を
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
〇

建
物
の
維
持
保
全
を
正
し
く
行
う
こ

と
で
、
思
わ
ぬ
事
故
を
防
い
だ
り
、

災
害
時
の
被
害
を
軽
く
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

期
間
中
、
区
で
は
建
築
物
の
防
災

対
策
を
進
め
る
た
め
、
防
災
査
察
な

ど
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
係(

3
8
8
0
)
5
3
1
7

建
築
物
の
解
体
な
ど
の
エ
事
を

行
う
場
合
は
届
け
出
を

建
築
物
の
解
体
な
ど
の
工
事
を
行

う
場
合
は
、「
建
設
工
事
に
係
る
資

材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律

(建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
)
」
に
基
づ

き
、
分
別
解
体
と
再
資
源
化
(
リ
サ

イ
ク
ル
)
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
〇

区
で
は
、
届
け
出
に
基
づ
き
現
場
調

査
を
行
い
ま
す
。
対
象
n
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事
…
8
0吋
以

上
の
建
物
の
解
体
な
ど
/
鬥
m
以
上

の
新
築
、
増
築
な
ど
/
1
億
円
以
上

の
修
繕
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
/
5
0
0万

円
以
上
の
道
路
、
河
川
、
鉄
道
、
公

園
工
事
な
ど

届
け
出
=
工
事
に
着

手
す
る
7

日
前
ま
で
に
届
出
書

(正
・
副
2
部
)
を
区
へ
提
出
(
届

出
書
は
開
発
指
導
課
で
配
付
。
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
)

※
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
有
害
物

質
が
あ
る
場
合
は
、
周
辺
へ
の
周
知

を
十
分
行
い
、
関
係
法
令
に
基
づ
き

適
切
に
処
置
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
係

(
3
8
8
0
)
5
3
1
7

タ
ダ
よ
り
コ
ワ
イ
も
の
は
な
い

催
眠
商
法
(
S
F
商
法
)
に
ご
用
心

～ 消費者相談
の 事例から～

□
相
談
事
例

街
角
で
配
っ
て
い
た
健
康
用
品
を

も
ら
う
と
「
健
康
に
つ
い
て
の
話
」

が
聞
け
る
と
誘
わ
れ
た
の
で
、
つ
い

て
行
っ
た
。
会
場
に
は
高
齢
者
ば
か

り
1
5人
く
ら
い
居
て
、
業
者
が
無
料

で
台
所
用
品
な
ど
を
配
っ
て
い
た
〇

無
料
の
物
を
も
ら
お
う
と
、
み
ん
な

が
我
先
に
と
手
を
挙
げ
る
う
ち
に
、

ど
ん
ど
ん
盛
り
上
が
り
、
そ
の
雰
囲

気
に
飲
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
最
後

に
、「
本
日
の
目
玉
商
品
『腰
痛
に

効
く
磁
気
布
団
』
を
1
0
0
万
円
の
と
こ

ろ
3
9万
円
で
」
と
い
う
業
者
の
大
き

な
声
に
、
思
わ
ず
手
を
挙
げ
契
約
し

て
し
ま
っ
た
。
年
金
暮
ら
し
な
の

に
、
こ
ん
な
高
い
買
い
物
を
し
て
し

ま
い
困
っ
て
い
る
。

□
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
説
明

チ
ラ
シ
や
品
物
を
無
料
配
布
す
る

こ
と
で
閉
め
切
っ
た
会
場
に
人
を
集

め
、
巧
み
に
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
な

が
ら
、
日
用
品
な
ど
を
無
料
か
無
料

同
然
で
配
っ
て
得
し
た
気
分
に
さ
せ

た
後
、
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る

販
売
方
法
を
「
催
眠
商
法
(
S
F
商

法
)
」
と
い
い
ま
す
〇

中
に
は
、
く
じ
を
引
か
せ
、
当
た

っ
た
の
だ
か
ら
買
う
責
任
が
あ
る
と

執
よ
う
に
契
約
を
迫
る
手
口
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
銀
行
ま
で
同
行
し
て

お
金
を
下
ろ
さ
せ
て
支
払
わ
せ
る
と

い
っ
た
、
よ
り
悪
質
な
事
例
も
あ
り

ま
す
。

□
対
応
策

▽
会
場
へ
は
行
か
な
い

得
を
す
る
と
思
わ
せ
て
会
場
へ
勧

誘
し
ま
す
が
、
会
場
は
ど
う
し
て
も

購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
雰
囲
気

に
な
っ
て
い
ま
す
〇
「
う
ま
い
話
は

あ
り
ま
せ
ん
」。
会
場
へ
行
く
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
契
約
書
や
領
収
書
な
ど
の
書
面
を

必
ず
も
ら
う

現
金
を
払
っ
て
品
物
を
受
け
取
っ

て
も
、
販
売
業
者
に
は
書
面
交
付
義

務
が
あ
り
ま
す
。
修
理
や
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
時
や
、
契
約
を

解
消
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

連
絡
先
や
内
容
の
分
か
る
書
類
を
受

け
取
り
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ

ン
グ
ー
オ
フ
で
契
約
を
解
除
で
き

ま
す

販
売
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て
店
舗

に
来
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
店
舗
で
は

な
い
場
所
で
販
売
す
る
、
街
頭
な
ど

で
呼
び
止
め
て
販
売
を
す
る
行
為

は
、「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」

の
訪
問
販
売
に
あ
た
り
、
契
約
書
面

を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
8
日
以
内
で

あ
れ
ば
、
無
条
件
で
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
ク
ー

リ
ン
グ
ー
オ
フ
と
い
い
ま
す
。
ク
ー

リ
ン
グ
ー
オ
フ
す
れ
ば
、
支
払
っ
た

代
金
は
返
金
さ
れ
、
消
費
者
は
違
約

金
や
商
品
の
返
送
料
な
ど
一
切
負
担

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

商
品
を
使
用
し
て
し
ま
っ
て
い
て
も

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
(
健
康
食
品
、
化
粧
品
、
履

物
な
ど
の
指
定
さ
れ
た
消
耗
品
を
除

く
)
。

な
お
、
3
千
円
以
下
の
商
品
な
ど

ク
ー
リ
ン
グ
ーオ
フ
で
き
な
い
場
合

や
、
反
対
に
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ

期
間
が
過
ぎ
て
い
て
も
契
約
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□
甘
い
言
葉
に
ご
用
心

う
そ
を
告
げ
る
、
脅
す
な
ど
の
違

法
行
為
を
し
な
い
限
り
、
物
を
配
っ

て
勧
誘
し
、
商
品
を
販
売
す
る
行
為

は
通
常
の
営
業
範
囲
と
み
な
さ
れ
ま

す
。「
タ
ダ
」
と
い
う
甘
い
言
葉
に

誘
惑
さ
れ
て
自
分
を
見
失
わ
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
の
な
い

も
の
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
よ

□
ま
ず
は
相
談
を

被
害
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は

消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
時
間
―
平
日
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時
4
5分

消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
談
専
用
電
話

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

臨
時
休
館
な
ど

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
臨
時
休
館

防
災
設
備
点
検
お
よ
び
館
内
殺
虫

消
毒
の
た
め
、
3
月
1
3日
か
ら
1
5日

ま
で
全
館
(
こ
ど
も
科
学
館
・
西
新

井
文
化
ホ
ー
ル
)
休
館
し
ま
す
。

問
先
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も

科
学
館

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

図
書
館
休
館

□
図
書
館
臨
時
休
館

館
内
消
毒
や
防
災
点
検
な
ど
の
た

め
、
一
部
の
図
書
館
が
臨
時
休
館
と

な
り
ま
す
(
表
『
・
-
』
。
開
館
中
の
図

書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
全
図
書
館
休
館

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
更
新
の
た
め
、
4

月
3
日
㈲
・
4
日
収
お
よ
び
5
月
2
2

か
ら
2
4日
の
間
、
全
図
書
館
を
休
館

し
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
U
中
央
図
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

表13 月の図書館臨時休館日一覧

※ 31金は全館休館日
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催
し
物
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
2
月
2
8日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏

楽
団
定
期
演
奏
会

日
時
=
3
月
1
9日
㈲
、
午
後
2
時

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル
内
容
=
吹
奏
楽
と
和

太
鼓
が
奏
で
る
「
祭
」
の
ス
テ
ー
ジ

曲
目
H
ま
つ
り
～
お
祭
り
マ
ン
ボ
/
　

カ
ッ

ボ

レ

フ
ァ
ン
ク

K
A
P
P
O
R
E
F
U
N
K
/

和

太
鼓
と
バ
ン
ド
の
た
め
の
狂
詩
曲
ほ

か

※
区
立
第
十
一
中
学
校
吹
奏
楽

部
も
出
演

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
文
化
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

人
権
研
修
会
「
人
間
ら
し

く
生
き
る
た
め
に
～
講

演
と
映
画
の
つ
ど
い
～
」

日
時
=
3
月
2
日
㈲
、
午
後
2
時
～
4

時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

内
容
=
同
和
問
題
や
児
童
虐

待
、
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
な
ど
、

様
々
な
矛
盾
や
不
合
理
が
あ
る
社
会

の
中
で
、
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
し
、

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
考
え
る

…
▽
講
演
「
同
和
問
題
の
現
在
」

▽
映
画
「
見
え
な
い
ラ
イ
ン
」
講

師
=
竹
村
毅
氏
(
元
労
働
省
大
臣
官

房
参
事
官
)

申
込
n
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、「
人
権

研
修
会
希
望
」
を
連
絡

申
・
問
先

―
学
校
地
域
連
携
課
社
会
教
育

(
3
8
8
0
)
5
9
8
8
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
4
1

「
人
を
ひ
き
つ
け
る
力
を
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
」教
室
(
3
回
制
)

日
程
等
=
表
2

対
象
=
1
8歳
以
上

定
員
=
各
コ
ー
ス
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
3
月
7
日

場
・
申
・
問
先
=
青
少
年
事
業
係

(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

表2 「人をひきつける力をパワーアップ」日程等

※日程が合わない方は、平日と日曜コースの組み合
わせ可

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
の
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
の
イ
ベ
ン
ト

□
星
空
C
D
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
3
月
2
5日
田
、
午
前
一‥
1
1
時

※
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
は
2
月
2
3日

木

内
容
―
童
謡
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

特
集

□
星
と
音
楽
の
夕
べ

日
程
等
=
▽
3
月
4
日
出
・
1
8日
出

・
:中
島
美
嘉

▽
3
月
H
日
出
・
2
5
　

ヱ
ト
ワ

ー
ル

申
:
E
t
o

・
1
1
e
星
座
た
ち
の
フ

ア
ン
タ
ジ
ー
(
ヒ
ー
リ
ン
グ
系
音

楽
)

※
い
ず
れ
も
午
後
6

時
開

演
。
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
は
当
日
午

後
3
時
2
0分

-

い
ず
れ
も
I

費
用
―
大
人
2
0
0円
、
小
・
中
学
生
1
0
0

円

※
未
就
学
児
の
座
席
使
用
は
チ

ケ
ッ
ト
が
必
要

申
込
=
チ
ケ
ッ
ト

を
持
っ
て
当
日
直
接
会
場
へ

場
・

申
・
問
先
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
イ
こ

」

ど
も
科
学
館(

5
2
4
2
)
8
1
6
1

こ
ど
も
・
ゆ
め
・
ク
ラ
ブ

活
動
成
果
発
表
会

日
時
=
3
月
H
日
出
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
正
午

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

イ
・
こ
ど
も
科
学
館

内
容
=
子
ど

も
た
ち
が
続
け
て
き
た
活
動
の
成
果

発
表
・
:
ア
ニ
メ
作
品
の
上
映
ノ
ロ
ボ

ッ
ト
制
作
の
記
録
上
映
ノ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
紹
介
/
天
文
ク
イ
ズ
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

申
・
問

先
=
青
少
年
事
業
係

(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

春
花
品
評
展
示
会

区
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
、
ユ
リ
、
ボ
ケ
な
ど
を
展

示
し
ま
す
〇
展
示
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
販
売
も
行
い
ま
す
。

□
展
示

日
時
=
▽
3
月
7
日
㈹
、
午
後
1
時
～

5
時

▽
8
日
㈲
、
午
前
8
時
3
0

分
～
正
午

場
所
=
区
役
所
I
階
口

ビ
ー

□
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売

日
時
=
3
月
8
日
㈲
、
午
後
2
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所
正
面
広
場

※
I

人
I
点
〇
状
況
に
よ
り
整
理
券
配

付

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
農
業
係(3

8
8
0
)
5
8
6
6

労
働
セ
ミ
ナ
ー
「
6
5歳
ま

で
の
雇
用
を
ど
う
す
る
!

企
業
の
対
応
は
」

日
時
H
3

月
6
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0分

場
所
=
綾
瀬
プ
ル

ミ
エ

対
象
=
事
業
主
お
よ
び
改
正

高
年
齢
費
雇
用
安
定
法
に
関
心
の
あ

る
方

内
容
=
4
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
概

要
と
企
業
の
対
応

講
師
n
白
木
三

秀
氏
(
早
稲
田
大
学
教
授
)

定
員
=
6
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
、「
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
セ
ミ
ナ
ー
希
望
」
を
連
絡

申
・
問
先
=
都
・
労
働
相
談
情
報
セ

ン
タ
ー
亀
戸
事
務
所
調
査
普
及
係
　

(
3
6
8
2
)
6
3
2
1
　
　
　

脇
(
3
6
8
4
)
6
0
2
6

問
先
H
区
・
産
業
政
策
課
管
理
係
　

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

審議会等の公開( 3 月分)

会議は公開です。傍聴方法など、くわしくはお問い合わせください。

パブリックコメント( 3 月分)

区民の方から意見を募集します。くわしくはお問い合わせください。

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て

A
E
D
(
自
動
体
外
式
除
細
動

器
)
を
知
っ
て
い
ま
す
か
?

突
然
の
心
臓
停
止
が
原
因
で
、
命

を
落
と
す
方
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
は
、

除
細
動
(
心
臓
に
対
す
る
電
気
シ
ョ

ッ
ク
)
を
行
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
除
細
動
の
効
果
は
、
時

間
の
経
過
に
影
響
さ
れ
、
1
分
経
過

す
る
ご
と
に
7
～
1
0
%ず
つ
生
存
率

が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
少
し
で
も
早
い
救
命

手
当
て
が
行
え
る
よ
う
、
1
6年
7
月

か
ら
一
般
の
方
の
A
E
D

使
用
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
操
作
方
法
は
非
常

に
簡
単
で
、
電
源
ボ
タ
ン
を
押
す
と

(ま
た
は
ふ
た
を
開
け
る
と
)
、
使

用
方
法
が
音
声
で
流
れ
ま
す
。
ま

た
、
除
細
動
か
必
要
な
い
場
合
に

は
、
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
通
電
さ
れ

な
い
な
ど
、
安
全
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

愛
知
万
博
で
も
、
A
E
D

が
活
用
さ

れ
、
尊
い
命
が
救
わ
れ
た
こ
と
か
ら

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

今
後
、
区
で
も
救
命
率
の
向
上
を

め
ざ
し
、
集
客
施
設
な
ど
に
A
E
D

を
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
消
防
署
で
は
、
A
E
D

使

用
方
法
を
含
む
救
命
講
習
会
を
行
っ

て
お
り
、
区
と
連
携
し
て
区
民
の
安

全
安
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

《
危
機
管
理
室
》

卜
区
役
所
1
階
区
民
ロ
ビ
ー
に
も

設
置
さ
れ
て
い
る
A
E
D

掲

示

板

□
東
京
税
理
士
会
納
税
者
支
援
セ
ン

タ
ー
が
開
設
し
ま
し
た

受
付
時
間
=
平
日
、
午
前
1
0時
～
正

午
/
午
後
1
時
～
3
時
3
0分

※
年

末
年
始
・
夏
期
な
ど
は
休
室

内
容
=

様
々
な
税
金
の
相
談
に
税
理
士
が

無
料
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対
応

相
談
先
=
相
談
専
用

電
話

　
(
3
3
5
6
)
7
1
3
7

場
・
問
先
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東
京
税
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士
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渋
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千
駄
ヶ
谷
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理
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館
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(
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5
6
)
4
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6
1

□
足
立
キ
ッ
ス
ク
ラ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
3
月
H
一
日
圉
、
午
後
2
時

場
所
=
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
=
プ
ロ
歌
手
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ド
/
子
ど
も
向
け
の
歌
や
踊
り
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
H

足
立
キ
ッ
ス
ク
ラ
ブ
・
中
澤

(
5
6
9
1
)
0
4
8
4

□
3
月
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時
=
3
月
1
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日
～
1
9
日
※
夜
発

夜
着

場
所
―
長
野
県
志
賀
高
原
熊

の
湯
ス
キ
ー
場

定
員
n
2
0
人
(
先

着
順
)

費
用
=
大
人
3
万
5

千
円
/

小
人
3
万
3
千
円
/
ツ
ア
ー
同
行

者
/
3
万
1
千
円

申
込
=
電
話

期
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3
月
1
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・
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区

ス
キ
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協
会
・
池
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0
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4
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3
5
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技
術
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短
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会

対
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い
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い
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都
内
在
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勤
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内
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等
H
C
A
D
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(
建
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)
初
級
/
第
二
種
電
気
工
事

士
(
実
技
)
/
第
三
種
電
気
主
任
技

術
者
(
機
械
)
※
各
内
容
の
日
程
・

費
用
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
連
絡
先
、
勤

務
先
の
名
称
・
住
所
・
電
話
番
号
、

希
望
講
座
名
を
明
記
期
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=
3
月

1
日
～
1
0
日
必
着
申
・
問
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都

立
足
立
技
術
専
門
校
向
上
訓
練
担
当

〒
1
2
0・0
0
0
5

綾
瀬
5
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6
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1
　
　
　

　
(
3
6
0
5
)
6
1
4
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□
五
街
道
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

日
程
=
3
月
H
日
出

内
容
等
=
五

街
道
の
歩
道
の
ゴ
ミ
拾
い
を
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な
が

ら
、
街
道
の
起
点
で
あ
る
日
本
橋
へ

向
か
う

▽
奥
州
日
光
街
道
コ
ー
ス

…
全
長
1
2㎞
、
荒
川
千
住
新
橋
緑
地

左
岸
午
前
9
時
3
0分
集
合
、
午
後
3

時
2
0分
到
着
予
定

※
ほ
か
の
コ
ー

ス
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名

、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希

望
コ
ー
ス
を
明
記

期
限
=
3
月
7

日
必
着

申
・
問
先
=
「
五
街
道
ク

リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
事
務
局

〒
1
0
5

・
0
0
0
4

港
区
新
橋
5
-
2
0
-
4

　
(
5
7
3
3
)
5
1
7
2

□
労
働
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す

内
容
=
解
雇
、配
置
転
換
、賃
下
げ
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
(
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い

じ
め
な
ど
の
労
働
問
題
の
相
談
に
、

専
門
の
相
談
員
が
対
応

※
日
程
な

ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
足
立
労
働
基
準
監

督
署
内
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

□
都
民
交
響
楽
団
1
0
1回
定
期
演
奏
会

日
時
=
4
月
1
6日
㈲
、
午
後
2
時

場
所
=
東
京
文
化
会
館
(
上
野
公
園

内
)

内
容
H
リ
ヒ
ャ
ル
ト

ー
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
楽
劇
「
薔
薇
の
騎
士
」
組

曲
ほ
か

定
員
H
2
0
組
4
0
人
(
抽

選
)

申
込
H
往
復
(

ガ
キ
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、「
1
0
1回
入
場

希
望
」
を
明
記

期
限
=
3
月
1
6日

消
印
有
効

申
先
=
都
民
交
響
楽
団

第
1
0
1回足
立
区
係

〒
1
0
0・8
6
9
4

東
京
中
央
郵
便
局
私
書
箱
1
5
7
5

号

問
先
n
都
民
交
響
楽
団
・
根

岸
0
7
0
(
5
3
6
2
)
0
4
3
5
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順調に工事が進んでいます 日暮里・舎人線

～区内公共交通は、より便利になります～
昨年8 月に、つくばエクスプレスが開業し

ました。それに伴い区内バス路線も、新路線
の運行や経路変更が行われ、区内の公共交通
網は、より便利になりました。そして現在、
区内では、日暮里・舎人線の工事が着々と進
んでいます。今後、足立区の交通の便は、さ
らに良くなっていきます。

問

先

レ日暮里・舎人線について… 日暮里・舎人線推進
係 　3880- 5718

レバス路線について… 交通計画係 　3880- 5936
レつくばエクスプレスについて… つくばエクスプ

レス推進係 　3880- 5719

▲ 駅舎工事・けた工事が進む舎人公園
駅( 仮称) 。ほかの駅も順調に工事
が進んでいます

日暮里・舎人線 ※ 記事中の駅名は
すべて仮称です

□ 開業時期
19年度に開業する予定です。

□ 新交通システムを採用
車両側方に張り出した案内輪が、案内軌条に誘

導される方式で、道路の上空にある専用軌道をゴ
ムタイヤで走行します(「ゆりかもめ」と同じシス
テム)。
□ 所要時間( 予定)
一番北の駅となる見沼代親水公園駅から、日暮

里駅まで約20分。扇大橋北駅からは約9 分です。
□ 工事の進ちよ< 状況( 図1)
支柱工事は全区間で着手され、87% が完了しま

した。けた工事も環状七号線・江北陸橋上部の架
設が完了し、荒川区内の常磐線上部などを残すの
みとなりました。けた工事が完了した部分から順
次、走行路の仕上げ工事を始めていきます。また、
上沼田東公園駅では、すでに駅舎本体の工事が完
了しており、内装工事を進めています。ほかの駅
も、続々と工事に着手します。
都立舎人公園北東部で建設中の車両基地は、本

体の構築が完了し、基地内の設備工事に取り掛か
りました。現在、車両基地を土で覆う工事を行って
いて、18年度からは、公園として再整備する工事に
入ります。

図1 工事箇所と現在の状況

※「工事中」には、現場だけでなく、工場での作業分も含まれます

□ 駅前広場の整備
区内には、9 つの駅ができます。拠点駅となる

江北駅、地域の核となる見沼代親水公園駅、高野
駅、足立小台駅には、それぞれ駅前広場を整備し
ます。

上
空
か
ら
見
た
都
立
舎
人
公
園
と
、
日
暮

里
・
舎
人
線
の
車
両
基
地
(
1
7年
8
月
現
在
)

区内のバス交通網
今年度は、つくばエクスプレス開業に伴い、バ

ス路線を整備しました( 表1) 。これにより、コミ
ユニティバス「はるかぜ」は7 路線となりました。
また、日暮里・舎人線との交通ネットワークを形
成するために、新線開業時にバス路線網を再編す
る予定です。
表1 今年度、新設・延伸・経路変更した路線

( 路線区間の青字はつくばエクスプレスの駅)

つくばエクスプレス
開業後の乗降客数など

昨年8 月24日に開業し、半年を迎えた「つく
ばエクスプレス」は、足立区の交通をより便利
にし、沿線地域の活性化に役立っています。そ
こで先日、事業者の首都圏新都市鉄道株式会社
が発表した、乗降客数についてお知らせし ます。
□ 12月の乗降客数
全線における1 日
の平均乗降客数は、17
年12月現在で約28

万9, 800人。区 内 で
は、北千住駅約3 万7, 800

人、青井駅6 千600
人、六町駅1: 万200
人となっ ていま

す。
□ 安全、快適な運行の確保
つくばエクスプレスは、秋葉原～つくぱ間の

全線で、道路などとの交差部分はすべて高架ま
たはトンネル構造となっており、踏切事故や道
路の渋滞の要因となる平面交差は一切ありませ
ん。また、転落防止のために可動式ホーム柵を
設置するなど、事故防止に配慮した施設となっ
ています。

▲ 多くの人が乗り降り
する北千住駅ホーム

民営自転車駐車場( 原付バイク50cc
含む) 設置助成制度があります
日暮里・舎人線の各駅周辺に、自転車利用者
のために区営自転車駐車場を整備すると共に、
民営自転車駐車場の設置を誘導していきます。
設置者には、助成制度があります。 補助要件=
鉄道駅などから300m以内の地域/ 自転車など
を30台以上収容できること/5 年以上継続して
運営すること 申請期間= 自転車駐車場工事着
工から開設後1 年以内 ※ 助成金額など、くわ
しくはお問い合わせください 申・問先= 交通
安全対策課駐車場推進 　3880- 5291
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表218 年度特別区職員採用試験・選考日程

※ 持参での申し込み受け付けは、各区、特別区人
事委員会とも同日に行います

※くわしくは、試験案内で確認してください

3 日1O日は
束京都平和の日
東京大空襲をはじめ、先 の戦災で

亡くなられた方のめい福 と世界の恒

久平和を祈念して、3 月10 日、午後1

時 から1 分間の黙 とうを行い ま
す。皆さんのご協力 をお願いし ます。

問先= 人権・同和係 　3880 ―5497

青少年センターが
移転します

現在、大師前にある青少年センタ
ーの利用は、3 月31日までとなりま
す〇新しい青少年センターは、ギャ
ラクシティ内に移転し、4月15日に
オープンします。 問先= 青少年セ
ンター管理支援係 　5242 ―8162

世帯と人口 ( 18年2 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 296, 768 人口: 645, 479 人( 男: 325, 371 人, 女320, 108人)
古紙配合率100% 再生紙を使用しています

B. H294, 100


